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地
域
に
支
え
ら
れ
て

校

長
　
一向
田

耕

治

穏
や
か
な
春
の
息
吹
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い

ま
す
。

地
域
の
皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動

に
対
し
て
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、

琴
高
通
信
第
八
号
を
皆
様
方

の

元
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
校
は
地
域
連
携
重
点
校
と
し
て
、

「地
域
と
の
交
流

や
社
会
体
験
活
動
を
と
お
し
て
故
郷
を
支
え
る
人
材
を
育

成
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
、

特
色
あ
る
高
校
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
地
域
で
の
様
々
な

奉
仕
活
動
や
行
事
等

へ
の
参
加
を
通
じ
て
、

地
域
と
の
繋

が
り
や
良
さ
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、

琴
平
町

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
社
会
福
祉
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
の
活
動
の
功
績
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ

を
機
に
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
諸
活
動
を
さ
ら
に
推
進

し
、

地
元
香
川
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、

今
後

の
活
動
に
対
し
て
も
皆
様
方
か
ら
ご
指

導
、

ご
助
言
を
頂
く
と
共
に
、

生
徒
達
が
体
験
活
動
を
行

え
る
場
を
与
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

2月 13日(月)・14日(火)

保llt委員が中″いとな

つて、 青 少年 ホ 十字
「海外たすけあいJ義

援 金の募金活動を行い

ました。皆の善意が集

まると大きな力になる

ことを実感しました。
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平
成
２３
年
１
月
３
日
側
～

３‐
日
側

昨
年
度
よ
り

「琴
平
高
校
芸
術
祭
」
と

名
称
を
変
え
た
Ａ
Ｃ
Ｔ
こ
と
ひ
ら
で
の

発
表
会
は
、

今
年
で
９
回
目
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
も
、

「
写
真
展
二

家
庭
展
」

「華
道
展
二

美
術
展
二

書

道

展
」
な

ど

の
展

示
に
、

「
お
茶
席
二
吹
奏
楽

コ

ン
サ
ー
ト
」
の
開
催
、

「地
域
で
学
ぶ
琴

高
生
」
の
パ
ネ
ル
で
の
展
示
を
加
え
て

の
販
や
か
な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
平
均
１
２
２
名

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。

来
場
者
か
ら
は
、

「若
人
ら
し
い
発
想
、

夢
が

あ
り
ま
す
ね
。

」
室
再
春
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

」
「楽

し
か

っ
た
よ
。

あ
り
が
と
う
。

」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

「ク
リ
ー
ン
活
動
等
、

目
立

た
な
い
役
割
に
も
各
個
人
が
頑
張
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
姿
に
は
、

人
間
形
成
、

将
来
性
に
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

」
と
の
励
ま
し
の
声
も
頂
き
ま
し
た
。

「お
茶
席
」
で
は
、

寒
さ
の
中
参
拝
さ
れ
た
方
々
に
、

心
の

和
む

一
時
を
過
ご
し
て
頂
こ
う
と
、

着
物
姿
で

亀
轟

お
客
様
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
「寒
い
中
、

高
校

化
が
こ
ん
な
に
頑
張

っ
て
く
れ
る
の
だ

か

ら
。

」
と
温
か
い
コ
ロ
ッ
ケ
等
を
差
し
入
れ
て

く
れ
た
方
も
い
ら
し
て
、

温
か
い
心
遣
い
に
嬉

し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

「吹
奏
楽

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、

美
術

や
書
道
の
作
品
に
囲
ま
れ
て
、

来
場
さ
れ

た
方
と
「千
の
風
に
な

っ
て
」
等

の
合
唱

で

一
つ
に
な

っ
て
楽
し
い

一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

地
域

の
方

か
ら
元
気

を
い
た
だ
く

と
共
に
、

地
域
と

の

つ
な
が
り
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

南幼稚園でのおにぎリパーティー

「琴
高
ウ
ィ
ー
ク
」
（公
開
授
業
週
間
）

平
成
２２
年
‐２
月
屯
日
０
～
‐７
日
０

普
段
の
学
校
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

「書
道

・

美
術

・
写
真

・
家
庭
　
生
徒
作
品
展
二
郷
土
芸
能
同
好
会
公

演
会

・
吹
奏
楽
部
演
奏
会
二
異
種
武
道
大
会
」
等
の
琴
高
の

特
色
あ
る
活
動
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、

小
野
琴
平

町
長
を
お
招
き
し
て
「先
彗
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「韓
国
か
ら
の
手
紙
」

平
成
２３
年
―
月
４
日
側

「韓
国
修
学
旅
行
」
が
、

北
朝
鮮
に
よ
る
「延
坪
鳥
砲
撃
事

件
」
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
生
が
、

会
う
こ

と
の
出
来
な
い
残
念
な
気
持
ち
を
綴

っ
た
手
紙
を
韓
国
の

南
漢
高
校
に
送

っ
た
と
こ
ろ
、
１
４
２
通
の
返
信
が
あ
り

ま
し
た
。

ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
が
添
え
ら

れ
た
封
筒
も
あ
り
ま
し
た
。

途
絶
え
か

け
た
交
流
が
、

手
紙
に
よ

っ
て

つ
な

が

っ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

新
た
な
交
流
も
始
ま
り
ま
し
た
。

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
」

平
成
２２
年
‐２
月
‐６
日
肉

１
年
生
を
対
象
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

放
課
後

に
は
、

地
域
の
方
に
も
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う

時

の
た
め
に
、

体
験
し
て
お
く
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

異種武道大会

間
合
い
の
違
い
に
戸

惑
い
な
が
ら
、

試
合
は

１
対

１
で
共

に
譲

ら

ず
、

決
定
戦
の
結
果
、

な
ぎ
な
た
部
が
優
勝
し

ま
し
た
。

当
日
は
、

四

条
小
学
校
の
児
童
、

南

幼
稚
園
の
園
児
も
観
戦

し
ま
し
た
。
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町民体育祭でのボランティア
]1月 フ日(日)

生徒会役員が、琴平町 町 民体育祭で、

競技運営の補助員を務めました。また、地
域の方に 「こんぴら検定Jに 挑んでいただ
き、一緒に楽ししヽ時間を過ごしました。

]0月 ]日 (金)

氏子祭りへの参カロ

剣道部男子が、金刀比羅目氏子祭りにお
いて、奉納する 「幣鳥Jの 運搬係を務めま
した。一段一段石段を上りながら、歴史と

伝統を感じることができました。

こんぴら夏祭りへの参加

郷土芸能同好会と生徒会が、「こんぴら

夏祭りJに 参加して、踊りを披露したり、
バザーを担当したりしました。地域の方々
に華やかさと賑わいを楽しんで頂けたので
よと思います。

フ月24日 (土)

クリーンアップ大作戦

]3年 生が、琴平町内の清掃奉仕活動
「クリーンアップ大作戦Jに 取り組みまし

た。大きな達成感を味わうとともに、こん
ぴらさんと地域を愛し、地域社会に貢献す
る心を増しヽました。

12月 9日 (木)

商店街の提灯清掃

野球部員が、例大祭に向けて商店街の提
灯を清掃しました。きれしヽな明かりの連な
つた商店街を眺め、達成感と地元に貢献で
きた喜びを味わうことができました。

]0月 5日 (火)

校 外 実 習

3年 生 「健康福祉コース」の生徒が、特
別養護老人ホーム 「仲南荘J「満濃荘Jを
訪間し、自分達で考えたレクリエーシコン

(手遊び、折りIR等)で 高齢者の方と楽し
く交流しました。

フ月22日 (木)。3月 26日 (木)

野球部員が、こんぴら温泉まつりで、温
泉水奉納神輿を担ぐボランティアを務めま
した。地元の方に見守られて大役を果たせ
たことで、地域の一員としての自覚を持つ

ことができました。

温泉水奉納
]月8日 (土)

郷土芸能同好会が、金刀比羅富例大祭奉
賛行事で、「こんぴら船々J等 の踊りを披
露しました。地域の方々や県外からの観光
客の方々に、郷上の伝統芸能を楽しんでしヽ
ただきました。

例大祭での踊りの披露
10月 ]0日 (日)

希望者が、琴平町立南幼稚園の運動会の
ボランティアを務めました。用具の出し入
れを手伝つたり、競技に参加したりして、
地域の一員として楽しい一時を過こしまし
た。また、自分の進路につしヽて考える良い

機会ともなりました。

南幼稚園の運動会への参加
9月 23日 (木)
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9月 19日 (日)

題ン黛義鶴鬱騒

奴「土芸能同好会が、「秋季大運動会Jに

参加して、「こんぴら船々Jの 踊りを小学
生と保護者の方々に披露しました。また、
一緒に踊ることで、地域の一員としての自

覚を強めました。

義幸韓器鋳争ゴ

希望者が、学童保育 「ゆうゆうクラブJ
で学重保育補助を務めました。子ども達と
一緒に遊んだり、宿題の手伝いをしたりし

て子ども達との交流を深めると共に、コミ

ユニケーションの取り方など多くのことを

学7Jました。

フ月2]日 (水)～8月 3]日 (火)

リズムなぎな危
8月 フ日(土)

なざなた部が、「第34回 まんのうフェ

スティバル」で、リズムなざなたの演舞

を披露 しました。息のあつた漠舞を通 し

て、地域の方に、力強さの中に女性らし

さをもったなぎなたの魅力を伝えられた

と思しヽます。

畿憲鋼 幸≫轟畿へ鶴参醸

ソフ トテニス部、バ ドミントン部、山岳

部、卓球部、とらすとKの 生徒 (希望者)
が、「親子クリーン活動」に参加 しまし

た。小学生の手が届かないところをきれい

にしたり、校庭の落ち葉を一緒に集めたり

して、交流を深めました。

]0月 ]フ日(日)

|==す : ■ヽ・|・:【鶴轟菱

とらすとKが 、「生きがしヽデイJに 参加

しました。地域の高齢者の方々へ、神戸で

学んできたことを伝え、国頃から災書に備

えることの大切さを呼びかけました。その

後、「救急医療情報セットJを 一緒に作り

ました。

9月 ]8日 (土)

こんぴらさんの登出道整備

山岳部員が、象頭山 大 麻山登山ルー ト

の整備を行いました。登山道のゴミを拾つ

たり、倒木を片付けたりして、こんぴらさ

んの自然環境を保全し、地元への愛着を深

めました。

平2月 4日 (土)

]年 6組 の生徒が、「ふれあしヽオリエン

テーリングJに 参加して、「出題ポイン ト

係」「小学生グループの引率係Jを 務めま

した。クイズを通して小学生との交流を深
めると共に、琴平町の歴史や伝統を知るこ

とができました。

ぷ機議懸ヽ薄寧量ンテ串芋ンダヘ鶴参all
] ]月 10日(水)

吹奏楽部が、「ちょっとこ場Jで の 「ク

リスマス会」で、ミニコンサー トを開催し

ました。ミュージックベルの演奏や合唱
で、地域の子ども達や高齢者の方々と一つ

になって音楽を楽しみました。

予:.:良ピ良量で餞長主彊ン響一禁
]2月 23日 (木)

野球部が、琴平町内の少年野球チームを

招き、野球教室を開催しました。小学生と

基礎 基 本を一つひとつ確認することで、

自らの野球を振り返ると共に、プレーを見
せる立場としての自覚を強めました。

琴平町少年野球教室
]2月 23日 (木)



第 8号 信通琴 向 平成23年 3月 1日 (4)

難‐癒動 参串も!蓼覇毅‐が飛漕醸 |
鶴
弓
道
部

県
選
抜
大
会

・
女
子
団
体

優
勝

（新
庄
、

古同
橋
、

平
尾
、

大
西
）

（全
国
大
会

へ
出
場
）

・
女
子
個
人

３
位

（平
尾
）

鶴
剣
道
部

県
選
抜
大
会

・
男
子
団
体

３
位

（藤
原
、

高
木
、

山
原
、

乙
部
、

有
留
、

森
末
、

〓
一宅
）

（四
国
大
会

へ
出
場
）

・
女
子
団
体

２
位

（安
西
、

萩
原
、

大
西
、

杉
村
、

青
屋
、

山
本
、

尾
崎
）

（四
国
大
会

へ
出
場
）

鶴
な
ぎ
な
た
部

国
民
体
育
大
会

（千
葉
国
体
）

・
演
技

ベ
ス
ト
ー６

（漬
崎

・
白
川
）

・
試
合

ベ
ス
ト
‐６

（演
崎
、

自
川
、

秋
山
）

県
新
人
大
会

・
団
体

優
勝

（２９
年
連
続
３８
回
目
）

（白
川
、

森
本
、

新
居
、

秋
山
、

大
岡
）

（全
国
大
会

へ
出
場
）

・
演
技

優
勝

（大
岡

・
秋
山
）

２
位

（森
本

・
自
川
）

３
位

（岡
坂

・
新
居
、

増
田

・
三
輪
）

・
個
人

優
勝

（白
川
）

２
位

（森
本
）

３
位

（大
岡
、

秋
山
）

（白
川
、

森
本
、

大
岡
が
全
国
大
会

へ
出
場
）

０
写
真
部

第
２７
回
香
川
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

・
写
真
部
門

最
優
秀
賞

（安
藤
）

（全
国
大
会

へ
出
品
）

０
書
道
部

第
２７
回
香
川
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

・
書
道
部
門
　
優
秀
賞

（東
條
）（全

国
大
会
へ
出
品
）

第
１６
回
全
日
本
高
等
学
校
書
道

コ
ン
ク
ー
ル

・
全
日
本
高
等
学
校
書
道
教
育
研
究
会
賞

（東
條
）

「VVhatis up?」

幾
尭
慈
鹿
畿
ま
る

コ
ー
ス
制
の
特
色
を
い
か
し
て
早
い
時
期
か
ら
進
路
目

標
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

生
徒
の
目
標
に
応
じ
た

進
路
指
導
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、

長
引
く
不
況
で
家
庭
の
経
済
状
況
が
激
変
し
、

進
路
の
方
向
性
を
変
え
ざ
る
を
え
な
い
生
徒
も
出
て
き
ま

し
た
。

進
学
に
つ
い
て
は
、

多
数
の
生
徒
が
推
薦
を
活
か
し
て

進
路
を
決
め
て
い
ま
す
が
、

セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
し
た

一
般
試
験
に
向
け
て
頑
張

っ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。

結
果

と
し
て
関
西
や
中

・
四
国
の
私
立
大
学

へ
の
進
学
が
多
数

を
占
め
ま
し
た
。

ま
た
、

短
大
や
専
門
学
校
で
は
自
宅
か

ら
通
え
る
地
元
志
向
が
強
く
現
れ
ま
し
た
。

就
職
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
折
り
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、

就
職
希
望
者
の
ほ
ぱ
全
員
が
内
定
を
頂
け
ま
し
た
。

と
は
い
え
、

秋
以
降
の
追
加
募
集
が
極
め
て
少
な
く
、

就

職
準
備
の
ス
タ
ー
ト
に
出
遅
れ
た
生
徒
は
内
定
を
頂
く
ま

で
の
道
程
が
険
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

藝蟹饒 東海大、桜美林大、龍谷大、大阪学院大、桃山学院

大、大阪経済法科大、大阪産業大、近畿大、姫路獨協大、神

戸学院大、ノートルダム清心女子大、岡山理科大、倉敷芸術

科学大、美作大、就実大、くらしき作陽大、川崎医療福祉大、

岡山商科大、山陽学園大、広島国際大、福山大、広島工業

大、山口東京理科大、徳島文理大、四国学院大、高松大、松

山大、聖カタリナ大、高松短大、香サ|1短大、四国職業能力開

発大学校、国立善通寺病院付属善通寺看護学校、香川県歯

科医療専門学校

開掛将アオイ電子、朝日スチール、大倉工業、花壇、川西水

道機器、ザグザグ、四国ガルバ、四国物産、セント・カテリー

ナ、大同ゴム、タイヨー神戸屋、東洋炭素、マルナカ、自衛隊

本年度の主な進聴先(1月31日 現在)

「
つ
な
が
る
！
」
っ
て
、

楽
し
い
よ

と
ら
す
と
Ｋ

私
達
は
、

昨
年
の
神
戸
訪
間
で
、

災
害
に
見
舞
わ
れ
た

時
、

ま
た
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
時
、

「人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
何
よ
り
大
事
だ
と
い
う
『神
戸
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
を

受
け
取

っ
て
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

地
元
琴
平
の
皆
さ
ん
に
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い

と
、

今
年
度
は
、

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

『知
り
合
い
３
人
増

や
そ
う
コ
ー
ナ
ー
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

初
め
て
出
会

っ
た
方

に
カ
ー
ド
に
名
前
を
書
い
て
も
ら
い
、

新
し
い
知
り
合
い
を

増
や
す
き

っ
か
け
に
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

同

時
に
、

地
元
の
方
と
琴
高
生
と
も
知
り
合
い
に
な
ろ
う
と
い

う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
、

２
月
６
日
、

日
曜
日
。

文
通
相

手
の
お
宅
を
訪
問
す
る
た
め
に
神
戸
に
向

か
い
ま
し
た
。

私
達
の
応
援
の
た
め
、

琴

平
高
校
の
卒
業
生
の
方
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
く
れ
た
お
生
産
を
手
に
文
通
相
手
の
お

宅
の
あ
る
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
を
訪
れ
ま
し
た
。

自
治
会
の
会
長
さ
ん
が
、

温
か
く
出
迎

え
て
く
れ
た
り
、

迷
子
に
な
り
囚

っ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
に
、

「
と
ら
す
と
Ｋ
の
子
な

ん
？
」
と
声
を
か
け
、　

一
緒
に
お
宅
を
探
し
て
下
さ

っ
た
り
と

嬉
し
い
出
会
い
の
連
続
が
あ
り
ま
し
た
。

写
真
は
、

見
送
り

の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
集
ま

っ
て
下
さ

っ
た
自
治
会
の
役
員
さ

ん
達
と
の
記
念
写
真
で
す
。

神
戸
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り

に
支
え
ら
れ
た
有
難
い

一
日
で
し
た
。

「地
元
琴
平
の
皆
さ

ん
」
と

「神
戸
の
皆
さ

ん
」

と

「
私

達

琴

高

生
」
が

つ
な
が

っ
て
い

る
と
肌
で
感
じ
る
事
が

で
き
た
１
年
で
し
た
。

楽
し
い
時
は
も

っ
と
楽

し
く
、

困

っ
た
時
は
助

け
合

っ
て
い
け
た
ら
と

思

う

今

日

こ

の
頃

で

す
。

“招
″
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